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要　旨

　冬季 の 西 高東低気圧配置 の と き，一
般 に 日本海沿岸地 方で は 降水 また は 曇天 で ，太 平 洋 側 地 方 は晴 天 とな る．と

こ ろが，日本海 に近 い 内陸の 長野県大町市付近 で は ， 日本海 沿 岸地 方 と同様に 降水 ま た は曇 天 で あ る場合 と，太平

洋 側 地方 と同様 に晴天 とな る場合 と が あ る．前者 を A 群，後者 を B 群 とす る と， A 群 で は ， 悪天 域 （日照 時間が 少

な くか つ 日降水量 の 多い 地域〉 は，日本海 沿岸地 方 とと も に，木曽 山 脈 か ら松本 盆 地 を経 て，越後山 脈 を結ぶ 線 よ

り北側 の 内陸地 域 に広 が るが，B 群で は，日本海沿岸地方 の み に 限定 さ れ，AB 各群 に お け る天気の 地域的区分が

明瞭 と な る．A 群 は B 群 よ り も 日本付近 で の み 気圧傾度 が大 き く，上 空 の 寒 気 中 心 は B 群 よ り西 に あ っ て H本 列 島

に南下 し，風速 は よ り大 き い な どの 特徴が 見 られ る．B 群 の状 態 は A 群 か ら時間 的 に連続 して起 こ る こ と もあ るが，

それ ぞ れ独 立 に起 こ る こ とが 多 い ．A 群 ・B 群 の 類 型 と，山雪型 ・里 雪型 の 類 型 と は 独立 の 事象で あ り，む し ろ 山

雪型 は A 群 の部分集合で あ る．

　 1．は じめ に

　長野県大 町市 （以下 ，市は略す）は，中部地方の 日

本海 に 近 い 北信 の南端 に あ る．大町 の北 15km に あ る

佐野 が 日本海側 へ の 分水界 で，西 に 飛騨 山脈後立山連

峰 の 標高 2500m 以上 の 大 障壁が南北に連な り， 東に は

標高1000m 前後の 山々 が広が る．そ して，南 は高瀬川

に沿 っ て 約30km の細長 い 盆地が中信 の 松本盆地 へ と

つ なが る 内陸地帯 で あ る （第 1図，第 3 図参照）．

　 日本海に 近 い こ とか ら，冬季の 西高東低気圧配置 の

ときに は，日本海沿岸地方と 同 じ く，連 日季節風と降

雪に 見舞われ る と思われ が ち で ある が ， 必ず し もそ う

で は な い ．日本海沿岸地方が風雪 で あ っ て も，むし ろ

太平洋側地方 と似 た 晴天 に 恵 まれ る こ と も あ る．山雪

型 の気象条件で は，長野県北部の 信越県境 の 豪害地帯

は 日本海沿岸地方 と 同 じ気象 で あ る （荒井 i1988 ） と

い われ る が ，一方， 冬季の松本の 日照時間は東京に近

く，太平洋側地 方 な み で あ る と い う （松本測候所百年

誌編集委員会，1998）．大町 は こ れ ら 2地域の 中間 に 位

置し，浬諺 に 「1 里 1尺」（北へ 1里行 くごとに積雪が

1尺増 え る ） とあ る よ うに，日本海沿岸地方 とも松本

と も似 て い な い 日照時間や 降水量 を 示 す よ うで あ る．

　冬季西高東低気圧配置時の 大町の 日照時間や降水量

の特徴 が大町付 近 に の み特有な の か，広 く中部地方 内

陸部 に も同 じ よ うな特徴が み ら れ る の か ， そ し て そ れ

は い か な る 気象条件の 下 で 起 こ るの か を明 らか に しよ

う とす る の が 本研究 の 日的 で あ る，

’
長野 県大 町市 平 7965−3．

◎ 2000　 日本気象学会

一1999年12月 7 日 受領

一2000年 9 月19目 受理一

　 2 ．データの 出所 と解析法

　1996年11月 か ら1999年 2月 ま で の 3年間の 寒候期 の

資料を 用 い た ．資料は，大町 で の 地上観測 の ほ か，第

1気象無線模写通報 （JMH ）を受信 して 得たア ジ ア地

、E天 気図 （ASAS ：Analysis　Surface　Asia＞，ア ジ ア

500hPa 天 気 図 （AUAS50 ：Analysis　 Upper−air

Asia），ア ジ ア 700　hPa 天 気 図 （AUAS7   ：Analysis

Upper −
air 　Asia）， ア ジ ア 85  hPa天気 図 （AUAS85 ：

Analysis　Upper −air 　Asia），極東700　hPa 鉛直気流，

850hPa 気 温 ， 風 分 布 （AXFE78 ：Miscellaneous

Analysis　 Far　 East），極東500　hPa 高度 ・
温度分布

（AUFE50 ：Analysis 　Upper −air 　Far　East）， 及び受信
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第 1 図　解析範囲 と使用資料 の 観測点．（a ）総観

　　　 規模解析範囲 ， （b）大町 と高層観測地点

　 　　 で あ る輪島 と館野 の 位置，（c ）解析 に 用

　 　　 い た AMeDAS 観測点． 1 ：今庄，2 ：

　 　　 金沢， 3 ：輪島，4 ；糸魚川，5 ：十 日

　 　　 町，6 ： 白馬，7 ：大 町 ， 8 ：信州新町，
　 　　　9 ：穂高，10 ：飯山，ll ：萩 原，12 ：南

　 　　 木 曽，13：木 曽福島 ， 14：伊那 ， 15 ：上

　　　 田，16 ：韮 崎，17 ：沼田．打点領 域 は標

　　　 高 1001n以 下，陰影領域 は標高2 0  m 以

　 　　 上 を示 す．

資料以外 と して 地域気象観測網 （Automated 　Meteor・

ological 　Data　Acquisition　System ；以 下 AMeDAS

と略記） の 資料 と高層気象資料 （と もに気象庁提供）

か ら得た ．必 要に 応じ こ れ らの デ
ー

タか ら所 要 の 数値

を算 出した ，な お，大町 の観測地点 は，第 3 図 に × 印

で 示 して あ るが，標高784m で ，大町 の AMeDAS 観測

点 （第 3図，・印） の 150m 北 に あ る．大町 の 観測は す

べ て本論文著者 自身 が 行 い ，雲量 と山 の 見 え方 は 目視

観測 に よ っ て， 9時か ら 18時 ま で毎定時に記録 して い

40

20

0
　 123456 了 89101112 月

第 2図　大 町 （実線 の O ），輪島 （●）及 び館野 （△ ）

　　　　の 月別平均好天 率．破線 の ○ は松本市 の

　　　　H 照率を示 す．

る（山 の 見え方 の 観 測 の 詳細 は 第 5 章 で 詳述）．周囲は

主 として 田圃で 開け て お り，雲や 山の 望見 に は 好条件

の 観測地点 で あ る．

　解析に 用 い た 資料 は，特 に 記述 した もの を除き ， す

べ て 00Z の も の で ある，高層気象資料は大町 に 近 い 凵

本海沿岸地方 として輪島を，太平洋側地方 と し て 館野

の も の を用 い て い る （第 1 図 b）．第 1 図 a は 総観場 の

解析 に用 い た範囲を示 す．

　AMeDAS 資料 の う ち，中部地方 か ら関東地 方西部

に か けて の内陸部の気象要素 （日照時間 と 日降水暈）

を比較するた め，以下 に 示す 17観測点 を 選 ん だ （第 1

図 c）．これ ら の観測点は，日本海沿岸地方，大町近傍，

及び内陸 の そ れ ぞ れ の 地域を代 表す る 地点 と し て 選 ん

だ もの で ある，すなわち，日本海沿岸地方 は西方か ら

今庄 （図 中の数字 1，以 下同じ），金沢 （2 ），輪島（3 ），

糸魚川 （4）， 及び十日町 （5 ）の 5観測点 ， 大町周辺

は，白馬 （6 ），大町 （7 ），信州新町 （8 ），及び穂高

（9）の 4観測点， そ れ に 日本海沿岸地方か ら 山岳地帯

に 入 っ た飯山 （10），そ の他の 内陸観測点は 飛騨山脈の

南東の 萩原 （11），木曽谷 の 南木曽 （12）と木曾福 島 （13），

伊那谷 の 伊那 （14＞，甲信越 の 山 に囲ま れ た 地域 の 上 田

（15），甲府盆地 の 韮 崎 （16），そ し て 越後山脈 と 関東山

地 に 包 まれた地域 の 沼 円（17）で あ る．なお ，第 1 図 c

の 打点部 は標高100m 以 下 を，陰影部は2000　m 以 ヒの

範囲を示 して い る．

　 3 ．冬季の大町の 天気の特徴

　3．1 天気の 分類

　本研究の 出発点 と して ， まず冬季に お け る大 町 の 天

気が 太平洋側地方 とも日本海沿岸地方 とも似 て い な い

4 “
天気

” 47．12．
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こ とを示す．

　雲量 3 以下を好天 と して ， 年間を通し て の 3 年間の

天気 を大町
・輪島 ・館野 に つ い て 調 べ ，全 日数 に 対す

る好天口数の割合を好天率 と し た 3 地点の 月別好天率

を第 2図 に 示す．大町 は実線 の ○，輪島は● ， 館野は

△ で ある．比較 の ため に，松本市 の 日照率 （196H990 ）

（松本測候所百年誌編集委員会，1998）を描 き入 れ て あ

る （破線 の ○）．

　第 2 図か 4 ，  暖候期で は，3 地点 と も好天率 に 大

差は な く，   寒候期に は ， 太平洋側で あ る館野 は好天

が 多 く，凵本海側で あ る輪島は悪天 が 多 い とい う冬季

の特徴が 見 られ る．と こ ろ が   寒候期 の 大町で は，好

天率 はそれ ら太平洋側 と日本海側 と の 中間に あ る．因

み に 松本 の 日照率の 傾 向は 太平洋側 に も似 て い るが
，

1月を除 き ， 大町 と も平行し て い る よ うに み える． こ

れ ら の こ とか ら，大 町 の 冬季 の 天気 は，日本海沿岸地

方 と も，太平洋側地方と も似て お らず1 そ れ らの 中間

っ ま り好天 もあれ ぼ，悪 天 も あ る こ とが お お ま か に 示

唆さ れ る．

　そ こで ，冬季の西高東低気圧配置の と き に，大町付

近 が 目本海側 の輪島 と同じ く悪天 と な る と き と ， 太平

洋側 の 館野と同じ く好天 に な る と き と を資料 か ら抽出

し，雲量 7 以上 を悪天 ， 雲量 3以下を好天 と定め，次

の よ うに 分類 する．

　す なわ ち ， A 群 ：輪島と大町 が 悪天，館野が好天

　　　　　　 B群 ：輪島が悪天，大 町と館野が 好天．

　集計の 結果，A 群 の 例数 は 71，　 B 群 の 例数 は 30で あ

る．事例数 か らみ る と，B 群の状況 と な る頻度は，　A 群

の半分以下 で あ る．

　3，2　A 群と B 群に お け る 3 地点の地上 天気の 特徴

　第 1表か ら，第 1 に ，A 群 の と き の 大町 の 悪 天 の 内

容 は70％近 くが 降雪で あ り ，輪島の 悪天 の 降雪34．1％，

雨19．0％ と比 べ る と，降雪が多 い こ と，第 2 に ， 大町

の B 群の好天 は半分近 くが 快晴 で ，輪島の 快晴 0％ と

対照的 で ある こ と，及び第 3 に，輪島で は A 群，B 群

第 2 表　A 群，B 群の 日 の 各 AMeDAS 観

　　　 測点 に お ける 24時間 口照時間 の 平

　　　 均値．表中の 数値 の 単位 は時間．
　　　 括弧内 は 第 1図 c に 示 した 観測点

　　　 番 号．二 重 線 の 区切 りは可 照 時 間

　　　 の ほぼ 半分以上 と以下を目安 に し

　　　 て 分 割 し た こ と を示 す．

目 照 時 間 A 群 B 群

2時 間未 満 糸魚 川　 （の　0，9 な し

今庄 　　 （D 　 l．o

輪島　 　 （3冫 1．2

金 沢　 　 （2＞　 1．3

飯山　　 （lo） 1、3

白馬　 　 （6） 1，4

1日町　 （5） 1，6

2時 間 以 ヒ 大町　　（7） 2．4 輪 島　　 （3） 2、4

i黼 未・ 信州新町 （8＞ 2．5 十 日町　 （5） 2．了
．

萩原　　（ID2 、7 今庄　　（1） 3．6

南木曽　q2 ）3，重 糸 魚川　 （’D 　 3．δ

穂高　　（9＞ 3．臼 金沢　 　 （2）　 謬．8

4時 間以 ヒ 木曾 福島（13）4．4 飯山　　 （1の 1．1

6時間 未満 伊 那 　　 q の 5．4 萩原　　qD 　 5、2

白馬　 　 （の 　5，5

南木 曽　 （12） 5．6

6時間 以上 上 田　 　 q5 ＞6．　e 信 州新 町 （8＞ 62

8時 間 未満 沼 田　 　 （三7＞6．o 木曾 福 島 （13）6．う

韮 崎　　 （16）7，3 大町 　 　 （
「
i） 7．1

穂高 　 　 （9） 7．3

伊那 　　（14）7．6
8時 間 以上 な し 韮崎 　 　 （1の 8．1

沼 田　　 G7 ）8，1

上 田 　 　 （15）8、4

と もに 晴れは きわめ て 少 な い が，B 群の ほ うが や や 多

く，降水 は B 群で は 雨 が 増 え，一
方，館野で は A 群 ，

B 群 ともに快曜また は晴が圧倒的に多 い が ，B 群 の ほ

うが快晴が増え，曇 が 少 な くな っ て い る こ とが分か る．

　 4 ．A ，　 B 両群 に おけ る内陸各地の 日照 時間 と 日降

　　　水量

　大町 で み られた A 群，B 群の 天気の 特徴が 中部地方

の大町近傍を含 む内陸部 に も当 て は ま る か ど うか を調

べ る．

　A 群，B 群 の そ れ ぞ れ に 対応 す る 日 に お け る 各

AMeDAS 観測点の 日照時間の 平均を第 2 表 に 示す．

表 中 の 数字 は 日照時間 の 1 日合計の平均値で，括弧内

は第 1図 c の観測点番号を示す．全般的 に A 群 よ り B

群 の 日照時間が多 い が，両群 に 共通 す る性質 と し て，
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第 3表 　 A 群，B 群 の 日の 各 AMeDAS 観 測

　　　 点 に お ける 24時間 口降水 量 の 平均

　　　 値 ，表 中 の 数値 の 単 位 は mm ．括弧

　　　 内は 第 1 図 c に 示 した 観測点番号．
　　　 二 重線 は ほ と ん ど 降水 の な い 1mm

　　　 未満を 他か ら区分 した こ とを示 す．

ロ降 水 量

IOmm 以上 　十 日 町

　 　 　 　 糸焦川

6mm以上

｝Omm未満

2ntm以上

6mm未満

庄

沢

山

島

馬「
町

今

金

飯

輪

自｝
大

A 群群 B 群

（5＞

（4）

23．Ol7

，5

な し

　 　 　 　 南木 曽

　　　［
1繭 1†緬

一

2mm未満

（1）　 16．1

（2）　 10，8

（ID＞　 9．3

（3）　 7．5

（6）　 6．O

C7＞　 2．9

q2 ）　2．4

沼 田　　 q7 ）

萩原 　 　 （】D

］丁81

．31

．2

糸魚川 　 （の 　 6．3

十 日町 　（5＞　 6．0

］mm 未 満

金沢 　 　 （2＞　 3．4

今庄 　 　（D 　 3．2

輪 島 　 　 （3）　 3．1

萩原　　（ll）　1．8

飯山　 　（10）　L6

穂高 　　 （9＞

木曾 福島 c13）

出

那

崎

上

伊

韮

q5 ）

（M ）

（16）

L

0．5 　白馬 　　　（6）　 O、8

0．5　木曾福島 （⊥3）　o．7

0．5　 大 町 　 　 （T）　 D，6

0．2 　韮 崎 　　　（16）　0．6

0．1　信州新町 （8＞　 0．5

　 　 穂高　　 （9＞　 o，5

　 　 南木 曽　 ぐ12）　O．5

　 　 ｛尹刃β　　〈14）　0．5

　 　 1召田 　 　（1了） 　04

　 　 ．ヒ田 　 　（15）　03

日本海沿岸地方 の 口照時間 は 少 な く，大 町近傍，木曽

谷 がそれ に 次 ぎ，伊那谷や東方 の 地域 は日照時間 が 多

くて ほ とん ど晴天 で あ る．

　 い ま ，
AMeDAS 観測点付近各地 の 冬季 の 日出入表

（国立天文台，1994）か ら可照時間を求め，そ の平均可

照 時間 （10．1時間）の ほ ぼ半分の 日照時間を目安 に し

て ，表 を区切 る と （表 の 二 重 線 ），大町 が 月本海沿岸地

方と 同 じ く悪 天 で あ る A 群 の 場 合 と，太平洋側地 方 と

同 じく好天 で ある B 群 の 場合 と に 対応させ うる．こ の

区分 を地理 的に 見 る と （第 1図 c 参照）， H 照時問 の 長

い 好天領域 と 日照時間 の 短 い 悪天領域 と の 境界 は，A

群 で は木曽山脈か ら穂高 （第 1図 c の 9） の 南 の 松本

盆 地 を通 り，八 ヶ 岳 を東 に 見 て ，上円 （第 1 図 c の 王5）

の 北 を越後山脈 に 至 る．ま た，B 群で は，完全 に 日本

海沿岸領域 の み が 悪天 と な る．

　第 3表に，A 群 ・B 群そ れ ぞ れ の 日 降水量 の 平均 を

示す，表 中 の 数字 は 日降水量 の 平均値 （mm ）で ， 括弧

内は第 1 図 c の 観測点番号で あ る．やや入 れ 替 わ りは

あ る が ， 日照時間の 短 さを降水量 の 多さ に 置 き換 える

ならば，凵照時間の 表 と ほ ぼ同じ傾向が見 られ る．す

な わ ち，全体的に A 群よ り B 群は ， H降水量 は 減少す

る が ， 日本海沿岸地 方 の 降水 吊が 多 く，大町近傍 と木

曽谷が それ に 次 ぎ，伊那谷や東方の 地域は降水量は き

わ め て少な い と い う傾向 は A ・B 両群 に ほ ぼ 共通 して

い る．そ こ で
，

ほ とん ど降水 の な い 日降水量 1mm 未

満 と，それ以上 の降水量と を 区切る と （第 3表の 二 重

線）， 若干の違 い は あ る もの の 日照時間の 場合 とほぼ同

じよう に，降水量 か ら見た A 群 と B 群 の 地理 的境界

線 を 引 く こ と が で き る．

　Suzuki（1962）は，1955年冬 の デ
ー

タか ら，西高東

低気圧配置時 の H 降水量 0．5mm の 等値線 を 重 ね 描 き

し て い る が ， そ の 中部地方の等値線に は ， そ の他の 地

方 に は 見 られ な い か な りの ば らつ きが あ る．Suzuki

（1962）は こ れ に つ い て何 も言及 し て い ない が ，重ね描

き され た等値線の 重複が 多い と こ ろ に 注 目す る と，日

本海沿岸地方 を内陸部 と区分す る よ うに 通 る 線 と，凵

本海沿岸地方 と中部山岳地帯を包ん で通 る線 との 2本

の 等値線群を明瞭 に見分け る こ とが で きる．しか もそ

れ らの 2 つ の 等値線群は，ばらつ い て重ね 描き さ れ た

す べ て の 等値線群の北限と南限 と な っ て い る こ と に 気

づ く．前者す なわ ち日本海沿岸地方の み を区分す る線

は飛騨 高原 か ら飛騨 山脈北部を経て越後山脈に 至 り，

後者す な わ ち 日本海沿岸地 方 に 中音1≦山岳地帯を加 え て

他 と 区分す る線は 木 曽山脈 か ら松本盆地 を 降水域 に 含

め て 越後山脈 に の び て い る．こ れ ら は ま さ に そ れ ぞれ

B 群 と A 群 と の 目照 時間 と 日降水量 で 見 た 境界線 に

対応 する．

　 5．A，　 B 両群 の 飛騨 山脈における天気

　大 町 の 観測地 は西 に 飛騨 山脈 の
一

部を 望見 で き る．

そ れ ら の 山岳 の 見 え 方 か ら，A ，　B 両群 の と きの 飛騨 山

脈 の 天気を調べ て み る．

　第 3 図 に 示す ように，大町 の 市街地 中心 は，仁科 三

湖 （図 で は佐野 の 南の 影 を つ け た 部分）か ら南へ 流 れ

る川 と ， 飛騨山脈か ら流 れ て くる高瀬川 と の 合流点 の

北 に ある．大 町 の 東側 は標高1000m 前後の なだ らか な

山々 が 広が り ， 西側 は 3000　m 近 くの 急峻 な山脈 が 連

な っ て い る （第 3図 の 実線 の 等高線は2000m ， 破線の

等高線は loeO　m ）．約 15　km 北が分水界 の 佐野 で ある．

6
“

天気
” 47．12．
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第 3図　大 町 付近 の 地勢と観 測 地 点．× ：観測 地

　　　 点，・：AMeDAS 大町観測点，実線 ：標

　　　 高2000m の 等高線，破線 ：標高1000m
　　　　の 等高線，川岸の 矢印 ：川 の 流れ の 方向，
　　　 K ：小 fiRL［1 （標高1303　m ；以 下 括弧 内は

　　　 標高），S ：白沢天狗山 （2036　m ），」：爺

　　　　ケ 岳 （2670m ），1 ；北 か ら 岩 小 屋 沢 岳

　　　　（2630m ）・鳴沢岳 （2641m ）。赤沢岳 （2678

　 　 　 m ），R ：蓮 華 岳 （2799　rn），　 G ：餓 鬼 岳

　　　　（2647　m ），T ：鷹狩山 〔1160　m ）．

観測地点 は図 の × 印 （標高 784m ）で，そ こ か ら望見 で

き る観測対象の 山々 は，東側の 鷹狩山（第 3 図 T ，1160

m ）， 北側の 小熊山 （同 K ， 1303m ）， 西側 は支脈の 白

沢天狗山 （同 S，2036m ），主脈 の 爺 ヶ 岳 （同 J，2670

m ），そ こ か ら南へ 岩小屋沢岳 （2630m ），鳴沢岳（2641

m ＞，赤沢岳 （2678m）（こ れ ら 3座 は第 3図 で は 1 とし

て ま と め て ある〉が 並 び，そ れ らの 手前 （東） の 蓮華

岳 （R，2799m ），そ して高瀬川 を は さ ん で南の 餓鬼岳

（G ，2647m ）の 計 9 座 で あ る，周囲 の 山 々 と大町 の 天

気を比較す る た め，A ，　B 両群の 解析資料 と同 H ，同時

刻 の こ れ らの 山 々 の見え方を第 4 図 に ま と め て あ る，

図中 の 大文字 の ア ル フ ァ ベ ッ トは第 3 図 と 同 じ で あ

る．

　山 の 見 え方は次 の ように 分類す る （第 4図 の a 〜fに

対 応）．a ：晴れ て 山容や 細部が は っ き り 見 え る場合

（快晴 ま た は 晴れ の 場 合）；b ：山容 はは っ き りして い

る が細部がやや ぼ や け た場合 ；c ：山容は 見え る が細

部 が まっ た く不分 明 で 陰影状 の 場合 ；d ：山頂 付近 は

％

Too

　 1（
1303m　

20

　 　 　 0

　 　 　 100

　 S2036m
　 20

　 　 　 0
　 　 　 1DO

　 J26
了Om　 20

　 　 　 9
　 　 　 100

　 R2
了99m　 20

　 　 　 0

　 　 100

12678

・　
21

　 　 100

G264
了m20

T

0100

A B

1160m　 20
　 　 　 D

　 　 　 　 　 abcdef 　 　 　 abcdef

第 4 図　A 群 （A ）と B 群 （B）に お け る 大町観測

　　　 地点 か らの 山 の 見 え方．a ： 山 容が は っ

　　　　き P 望見で き る 場合，b ：山容 は 見 え る

　　　　がや や 細部が ぼや け た場 合，c ：山容 は見

　　　　え る が 陰影 と し て の み 見 え て 細部 が ま っ

　　　　た く不 明 な場合，d ：山頂 は 見 え るが 山

　　　 腹か ら麓 に 雲が か か っ て い る場 合，e ：山

　　　 頂か ら中腹 ま で 雲 に 覆 わ れ た場合，f；山

　　　　は ま っ た く見 え な い 場合，K 二小 熊 山，
　　　 S ： 白沢 天 狗 山，J ：爺 ケ 岳 R ：蓮 華岳，
　　　 1 ：岩小屋 沢岳・鳴沢爵 ・赤沢 岳，G ：餓

　　　 鬼 岳，T ：鷹 狩 山．山岳記号 の 下 の 数値 は

　　　 標高 を示す．1 に あ っ て は 3座 の う ち最

　　　　も高 い 赤沢 岳 の 標高 を記 して あ る．

見え る が山腹に雲が あ っ て 山裾の見 え な い 場合 （下層

の 雲 が あ る場合）；e ：山裾 と中腹 は見えるが 山頂 か ら

山腹 に か け て 雲 が 覆 っ て い る 場合（雲底が低 い 場合）；

f： ま っ た く雲 に 隠れ て 見 えな い 場合 の 6分類 で あ る．

　第 4 図か ら分 か る こ と は，西高東低気圧配置 で 大町

が 悪天 の とき （A 群 ：第 4 図 A） は，当然 なが ら高い

山は ほ とん どが 雲に覆わ れ て 見 え な い （e また は f）の

で 悪天 と推測 され る．しか し観測地 の 周囲の み か ， あ

2000年 12月 7

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Meteorological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Meteorologioal 　Sooiety 　 of 　Japan

826 冬季 西 高東低 気圧 配 置時 の 中部地 方内陸部 の 気象 の 特徴

A 　60N

50N

40閥

30N

　 20NB

　
60N

50N

40N

30N

一
　　　　　　　　　　　　　　　　　一　 ム尹ム

　　／1／

ム〆
’　　　　 一「冫・　 1 丿ノ ・ ：・z

’

　　　’
「　 　 ’

　〆　　’〆　　戸　’　’ム
「．令14∫

工
一
弓一　 一　
一
亭

一鰓
　 　 　 　 　馳

今，
’
卜

鹽
馬【 △

　　　　3
田 4° 一〆
　 　 1 ，
　　 1036

阜
’ 出癌葡

「o04ID32

’〆 　｝
タ’

今

Io2s
　，　 ，
”厂

、’
く
D03

　隈
　1012

」一

　’llo24 　 r’
m20　　　　　 6　　一

　 20N

　 　 　 l10E　　　120E　　　オ30E　　　140E　　　150E　　160E　　1了OE

第 5 図 A 群 （A ）と B 群 （B ）の 平均地上 等圧 線

　　　 分布．O ：全事例 の 95％以 flの データが

　 　 　 集 計 で きた 点，● ：同 じ く80％ 以 上 95％
　　　 末満 の 事例 の 平均，△ （破線）：同 じ く

　 　 　 70％以 上 80％ 未 満 の 事 例 の 平 均．エ00％ 集

　　　 計 で きて い な い の は解析範囲内 に 当該等

　　　 圧 線 が な い 場 合 が あ っ た た めで あ る．等

　　　 圧線 の 数字は hPa．

る い は対 象 の 山 の 手前 に 雲 が あ っ て 眺望 を遮 っ て い る

場合 も考慮し て ，参考資料 と し て 扱う，こ れ に 対 し て ，

大町付近が好天 の場合 （B 群）に あ っ て は ， 観測地点

か ら望見 で き る 限 りに お い て 飛騨 山脈 も約80％ は好天

で あ る （第 4 図 B の a ）．しか も，B 群で は，も し雲 が

あ っ て も，雲底は 高 い ．な ぜ な ら ば，自沢天狗 山 （S）

以．Lの 標高の 山 々 は頂上付 近 が 雲 に 覆わ れ て い て も

（第 4 図 B の e）， ま た 山容が ま っ た く見え な い よ うに

雲 に 覆われ て い て も （第 4 図 B の f），それ らより標高

の 低 い 小熊山 （K ）と鷹狩山 （T ）に は 雲 が か か っ て い

な い （e と f に対応す る もの が な い ）か らで ある．

　 これ らの 結果 に よ っ て ，西高束低気圧配置 に もか か

わ らず ， 大町が晴れ て い る B 群の と き は 近 くの飛騨山

脈 もほ とん ど の 場合晴れ て い る こ とが 確認 で きる．

　 6．総観場 か ら見た A ，B 両群 の 特徴

　西高東低 気圧配置時 の A ，B 両群 の 天 気の 特徴 を 総

観規模 で 解析 した結果 は以下 の とお りで あ る．

　6，1 地、｝：の 気圧配置

　第 5 図 に A 群 （図 の A）と B 群 （図の B）の平均等

50N

45N

40N

35N

30N

25N

尸r

　 0　　　4　　　　8　　　12　　　16　　　20hPa

第 6 図 130
’
E と 140

°
E の 問 に お け る25°N か ら

　　　 50
°N まで の 緯度 5uご との 地 上 気圧差．

　　　 O ：A 群 ：● ：B 群 ；各点 を 貫 く 直線

　　　 は 標準偏差．ヒ ス ト グ ラ ム は 各緯度 に お

　　　 け る 気 圧 差 の A 群 と B 群 と の 差 を 示

　　　 す．

圧線分布を 示す．こ の 図 は，す べ て の 地上天気図 の 各

等圧線を緯度 5度 ご と に そ の経度を読み取 っ て求め た

平均等圧線分布で ある．O は全例 の うち95％以 ヒ読み

取 れ た点，● は 80％以 上 95％未満 で読み 取 れ た 点 ，△

と破線は70％以上 80％未満の読み取 りがで きた点 で あ

る．こ れ は 天気図 に よ っ て は ，等圧線 が 解析範 囲外 に

あ っ て読み 取れ な い 場合が ある た め で あ る．図中の数

字 は hPa を示 す ．

　 A ，B 両群 とも西高東低気圧配置 で あるが ，　A 群 は B

群 よ り 日本付近 の 気圧傾度が 大 き く，等圧 線は 日本付

近 で A 群 で は南北 に 立 っ て 並 ぶ J字 あ る い は 1字形

を し て い る．
一

方，B 群で は屈曲して S 字形で ある．

　 日本付 近 の 25
°
N 〜50

°
N か つ 130

’
E−−140

°
E の 区域

で ，東西方向の 平均気圧差 を緯度 5sご と に 求 め て ，そ

の値を プ ロ ッ トし た の が 第 6 図 で あ る，図 に は緯度 5°

ご との 気圧 差 の A 群 と B 群 の 差 （図 の 自丸 と黒 丸 と

の差に相当）も ヒ ス トグ ラ ム で 示 し て あ る．日本列島

付 近 の 35UN か ら45
”N で そ の 差 が大 き く，統 計 的 に

40°N と35°N で は 十 分 に 有意差 が あ り （と も に P ＜

O．001 ；特記 しな い 限 り以下 P は 両母 集団 の 平均値 の

差 が 0 で あ る と い う仮説 を 棄却す る危険を 犯 す確率を

示 す）， 30”N と45”N で もやや有意 差 が あ る （と もに

O．Ol〈 P ＜ 0．02），しか し，　 SonN と25”N で は有意差は

な い （そ れ ぞ れ 0．7＜ P ＜  ．8と0．2〈 P 〈 0．3）．すな わ
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第 7 図　500hPa 面 に お け る 平均 等圧面高度分

　　　 布．A ：A 群 ；B ；B 群．等高度線 の 単位

　 　 　 は m ．

ち ， 日本列島付近の特に本州中央部で の み ， A 群の 東

西方 向の 気圧傾度 は B 群 よ り大 き い と い え る．

　第 5 図 で は平均化 に よ っ て ア リ ュ
ーシ ャ ン低気圧 の

位置が消さ れ て しまっ て い る が ， それ らの 中心位置を

比較する と，A 群で は46．6± 3．O
“
N か っ 140．1± 6． 

゜E

に 分布 し，B 群で は 46．8± 4．5°N か っ 146．7± 8．2eE に

分布 し て い る．低気圧の 中心位置は緯度方向で は有意

差は ま っ た くな い （P ＞ 0．9）が，経度方向で は あ る程

度の有意差があ り （0．01く P ＜ 0．02）， B 群の低気圧の

中心位置 は A 群 の 場合よ りも東方 に あるとい える．ま

た，標準偏差値 か ら み て ，B 群 の ほ う が 経度方向 も緯

度方 向 も A 群 よ りも中心位 置 は やや分散 す る 傾 向が

あ る．

　6
’
．2　等圧面高度

　500hPa 面の 高層天気図の 等高度線の 経，緯度値 を

読み取 り， 平均 した もの が第 7図で あ る．読み取 り方

は 地上気圧分布 と異 な る が， こ れ は 高層天気図で は 等

　 60NA

50閥
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第 8 図　500hPa 面の 平均気温分布．　 A ：A 群，
　　　 B ：B 群，等圧 線 の 数字 の 単位 は℃，破

　　　 線 ：当該温度が 天気図 の 範囲内 に なか っ

　　　 た た め 事 例数 が 少 な か っ た 点 （最 低 は 当

　　　 該温度値 を全事例 で 集計 で き た 場合 の

　 　 　 40％ ）．

高度線 が ほ ぼ 東西方向に 並 ぶ の で ，読 み 取 りの 誤差 を

少 な くす る た め で あ る，各等高度線の右端の数字は高

度 （m ）を示す．平均化 の ため に高，低気圧 は切離状に

は表現 さ れ て い な い ．A 群 （第 7 図 A ）で は 140°E の 近

傍に トラ フ が あ る が ，
B 群 （第 7 図 B ）で は ， ト ラ フ

は A 群の そ れ よ りも東方の 150°E 付近 に ある．A 群 の

ほ うが B 君羊よ り トラ フ は深い ，

　6．3 等圧面 の 気温分布

　高層天 気図 か ら読 み 取 っ た 500hPa 面 の 平均気温分

布 を第 8 図 に 示す．破線 は 読 み 取 る べ き等温線が天気

図内 に な か っ た た め 事例数 が 少 な か っ た （最低 40％）

場合 を示す．等温線 の 気温値（℃ ）を右端に 示す．A 群

（第 8 図 A ）で は ほ ｝：137”E に 沿 っ て 明瞭 に 温度 トラ フ

が あ っ て ， 寒気が 日本列島に南下 し て い る が ， B 群（第

8 図 B） で は 温度 トラ フ は， Lj本列島 よ り東 へ 広 が っ
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第 4表　平均等圧 面高度 （m ）の 比較．

85DhPa　　　　　　　　　　700hPa　　　　　　　　　　500hPa

大町 A群

B群

1431．3±45，イ　　　　2923．6± 56，7　　　　5413．　1± 93．2

1474，0士 37．8　　　2988．1± 55．8　　　5495．0± 91．9

輪島 A群

B群

1422．3± 厘9．臼　　　　2902．7±57．2　　　　53了1．　1± 95．2

1469．7± 40．7　　　2975．6± 56，6　　　5476．9土 95．9

館 野 A群

B群

1414甲2± 51．3　　　2917．2± 63．1　　　54蓋1．6± 100．

1466，3 ± 39．4　　　298L 　3 ± 52．9　　　5495．6土 88．4

hPa500

600

7eo

8eo

goo

O
　

4S一

第 9 図

一3e　　　　
−20　　　　−10　　　　 0　　　　10 ℃

平 均 鉛直気温分布．○ ：輪島，● ：館野，
実線 ：A 群，破線 ：B 群，S ：地上 ，△ ：

A 群 の と きの 大 町 の 地 上 の 気温，▲ ：B

群 の と きの 大町 の 地上の 気温．大町 の 気

温 は 海 面 更 正 をせ ず，標高 に 相当す る 高

さ にプ ロ ッ トして ある，

た か たち に な っ て い る．した が っ て 日本列島の 寒気は

A 群の ほ う が厳 し い ．な お ，850　hPa 面 の気温分布で

も ， 500hPa 面 と同様な傾向が見られ て い る．

　 7 ，輪島と館野 （一部は大町を含む）上空 に おける

　　　A ，B 両群の 大気の 状況 の 比較

　7．1　輪島 ・館野 ・大町の 、ヒ空の 高度勾配

　高層天気図 か ら読 み 取 っ た 3 地点 上空 の 85D　hPa ，

700hPa 及 び500　hPa の 各面 の 平均高度 を第 4表 に 示

す． 3地 点い ず れ も各面の A 群 と B 群 と の 高度差は

統計 的 に 有意 で （い ずれ も P ＜ 0． 01），A 群 の 各面 の

高度は B 群 よ り低 い ．

　7．2 鉛直気温分布

　輪島と館野 の 上空 の平均鉛直気温分布を第 9 図に 示

す，○ は輪島 ， ● は館野 ， 実線 は A 群 ， 破線は B 群の

もの で あり， 大町 は地上資料の み を他の 2地点 と の標

高 を考慮 して プ ロ ッ ト して あ る （△ は A 群，▲ は B 群

の 場合）．輪島上空で は全般的 に A 群よ りも B 群 の 気

温 は高い 傾向に あるが ，高い 所 で その 差は顕著で ある．

す なわ ち ， 800hPa 面か ら600　hPa 面 ま で の 両群の 気

温差 は十分 に有意 で （P ＜ 0．001），500hPa 面 で も有意

差が あ る と考え られ る が ，（0．01く P く 0．02），925hPa

面 か ら850hPa 面 で は ， 差の有意性 は やや低 く（0．05＜

P く 0．1），地上 （第 9図 S）で は有意差 はな い （O．1＜

P 〈 0．2），一方 ， 館野 で は両群の十分な差が ある の は

700hPa 面 の み で，（0．001＜ P く 0．Ol），600　hPa 面 で

は，一
応 の 差 は 認 め ら れ る が （0 ．02 〈 P 〈 0．05），地 ヒ

を含め，そ の他の 等圧面で は 有意差 は認め られ な い

（P ＞ 0．2〜O．9）．

　 こ の た め，輪島と館野 と の 気温 を比 べ る と，A 群で

は，地上 を 除 き ， 大気 中の す べ て の高度 の 気温 は輪島

の ほうが館野 よ り低 い （各高度 で P ＜ 0．001＞，B 群 で

は，そ の 差 は縮 ま り，あ る程度 の 差 を 考慮 で き る の は，

925hPa 面 か ら700　hPa 面まで で あ り （925　hPa と900

hPa で O．02く 1，

＜ 0．05；80  hPa で P 〈 0，001 ；850

hPa と700　hPa で 0．01く P 〈0．02）， 600　hPa 面 と5〔〕O

hPa 面 で は 有意差 は な くな る （と もに 0．／＜ P ＜   ．2）．

　 な お 大 町地上 で は 両群 の 間 に 有 意な気 温差 はな い

（  ．6く∬
）
く0．7）．

　 7．3　湿度 の 鉛直分布

　地上 か ら上 空 に 向か っ て相対湿度が ほ ぼ
一

定の 層は

輪島 ， 館野 と も A 群 は B 群 よ り厚 い ．すな わ ち ，
A 群

で は800hPa 面，　 B 群で は850　hPa 面 まで で あ る．そ の

上 の安定層は，A 群で は 800　hPa 面 か ら600　hPa 面 ，
　B

群 で は850hPa面か ら7 O　hPa 面 と推 定 され，そ の 上

は，相対湿度は ほ ぼ一定 と な っ て ，気団変質が な い 層

とな る，両地点 と も， 相対湿度が
一

定で あ る高度に A ，

B 両群間で ずれ が あ る た め ， 安定層内の 800hPa 面 と

7 0　hPa 面 との 間で は両群の相対湿度差が 著 し く大 き

くな り，A 群 の ほ うが B 群 よ り湿潤 とな っ て い る．

　 7．4　風

　 （1）地上 の 風向

　地上 で の 平均風配 図 を第 10図 に示 す．実線 は A 群 ，

破線 は B 群の も の で あ る．輪島 と館野 で は ， A 群 と B

群 で 風 向 に 明瞭な差 が ある．すなわち，A 群 で は輪島

も館野 も北西風〜北北西風が主 で あ る が ， B 群で は輪

島 で は 北風 館野 で は 西風 が 中心 で あ る． こ れ は，主

に 地上 の等圧線の走行が A 群で は J ま た は 1字形，B

群で は S字形で あ る こ と に 起因す る と 考え られ る．大

町 で は A 群 ， B 群 と も に 圧倒的に北北東風で あ る が ，

こ れ は 日本海 か ら細長 く南 に 伸び た 谷間状の 地形 の た

め で あ ろ う．輪島で 北風 の 多い B 群 の と きの ほ うが ，
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第1 図　輪島，館野，大町 に お け る平均地、ヒ風配

　 　 　 図．実 線 ：A 群 ，破 線 ：B 群．

こ の 大 町 の北北東風 が増え て お り，か つ 風 向 の ば ら つ

き も少な い （後述〉 の は，地形が原因 で ある こ とを示

唆す る もの で ある，た だ し，後述す る よ うに （第11図）

大町 の風速 は小 さ い ．

　 （2）風向の ば らつ き

　風向の 集計に伴 っ て 得られ た標準偏差か ら風向の ば

らつ き を推測す る と，館野 の 地．ヒを除 き，A ，　 B 両群 と

も
一

般に A 群の ほ うが B 群よ り風向の ば ら つ き が 少

ない ．また，A 群で は輪島，館野 と もに 850　hPa 面 よ り

高い 所で は，風向の ば らつ きが少 な く，風向の定常性

が保 たれるが，B 群 で は，風向の ば らつ きの 少な い の

は輪島 ・館野 と も に 700hPa 面 よ り高 い 所 と な る， こ

　 　 　 ”

’ノ

　 、ダ
　 fブ

　ぽ’’
　 6、．S
　 O 　 　 s 　 le 　 15　 20　 25 　 3e　 35　 40　 ms

’1

第ll図　輪島 と館野 の 上 空 の 風 速 の 鉛直分布．
　 　　 　Ol 輪島，● ：館野，実線 ：A 群，破線 ：

　 　 　 　 B 群 ，△ ：A 群 の 大 町 の 地 上 値 ，▲ ：B
　 　　 　群の 大町の 地上値．

の 差 は A 群 の ほうが西高東 低気圧配 置 の 気圧傾 度が

大き い た め，季節風 が強 い こ と に よ る と推測さ れ る．

な お ， B 群で は輪島よ り館野 の ほ うが定常性が 大き い ．

　 （3）風速 の 平均鉛直変化

　風向と 関係な く各高度別 に 集計 した平均風速 （ス カ

ラー平均 ） と，主要風 向の み を集計 した平均風速 と に

は大差が なか っ た．こ の ため，風 向と関係 な しに集計

した各高度 の 平均風速を第11図に 示す．○が 輪島，●

が 館野 ，
S は 地上 ， 実線 は A 群 ， 破線 は B 群の もの を

示 す．△ と▲ は そ れ ぞ れ A 群 と B 群 の大町地．．ヒの 風

速で あ る．館野 の 地上 （P ＞ O．9）と輪島の 700hPa 面

の 値 （O．3〈 P ＜ 0．4）を除 き，A 群 の ほうが B 群 よ り

風速は大 き い （輪島の 地上 ，925　hPa，900　hPa，館野

の 850hPa ，700　hPa ，600　hPa ，500　hPa で は P ＜

0．001 ；輪島の 850hPa
， 館野 の 900　hPa

，
800　hPa で は

0．001〈 P く0．01 ；輪島の 600　hPa，　500　hl’

a ，館野 の 925

hPa で は0．OKP く 0，02 ；輪島 の 800　hPa で は O．02く

P ＜ 0．05）．

　A 群，B 群そ れ ぞ れ の 中で，輪島と館野 の 風速を 比

較す ると，A 群 の 700　hPa 面 と A 群の 500　hPa面 と に

やや差が ある （と もに   ．02〈 P ＜ 0，05）こ と を除き，ど

の 高度面 で も風速 の 有意差 は認 め られ な い （P ＞

0．2〜0．9＞．

　大気下層に対流混合層に対応す る と考え られ る風速

が ほ ぼ一
定 の 層 が 見 られ る が ，A 群 と B 群 と の 間，及

び輪島 ・館野 の 間で ， そ の 層厚に差は認め られ な い ．

　 8．山雪型 ・里雪型 と A 群 ・ B 群 との 関係

　冬季 の 西高東低気圧配置時に お ける 日本海沿岸地方

の 降水を 指標 に し て ，山雪型 と里 雪型 （北陸地 方 に っ
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い て は 藤出，1966；Miyazawa ，1968；北海道日本海側

に つ い て は Tachibana，1995）の 分類がな され て お り，

こ の 分類 に対応 させ て ， 山地型 と平野型 （新潟県地方

に つ い て の Akiyama ，1981a ，　 b）及 び内陸型 と沿岸型

（京都府に つ い て の水越 と里 村，1999）が ある．山雪型・

里雪型 あ る い は そ れ ら と対応 し た分類を，降水で な く

雲量 を指標 に した A 群，B 群 の 分類 と比較す る．なお ，

以下山地型 ・内陸型 及 び平野 型 ・
沿岸型 を，そ れ ぞ れ

山雪型及 び里雪型 に 含め て 記述 す る．

　 A 群 と 山雪型，及 び B 群 と里雪型 が 対応 す る と した

ときの 類似点は ：（i）日本付近の 地上 等圧線が A 群

と山雪型 で は南北方向 に 伸 び て お り，B 群 と里雪型 で

は s 字形に蛇行す る （い わゆる袋状）こ と ；（ii）地上

気圧傾度 は，A 群 も山雪型 も大 き く，B 群 も里雪型 も

小 さ い こ と ；（iii） 山雪型 も A 群 も500　hPa 面の ト ラ

フ の 後面に 凵本海が あ る こ と ；（iv）風 速 は，　 A 群 も

山雪型 も B 群や里 雪型 よ り大き い こ と ；（v ）風 向の

定常性が A 群 も 山雪型 も，B 群 と 里雪型 よ り も大 き い

こ と （以上 の rlr雪型
・
里雪型 の 特徴は藤 田，1966に よ

る）；（vi ） A 群 と山雪型 に比 べ て，　 B 群 と里雪型は 出

現頻度が は るか に 少 な い こ と （山雪型 ・里雪型 に つ い

て は Miyazawa，1968）の 6点で ある，

　次 に ，両分類 が 対応 しない か
， あ る い は逆の対応の

あ る諸点 と し て ，（i） トラ フ の位置，（ii） 500　hPa 面

の 寒気中心 の 位置 ， （iii）対流混合層 の 厚 さ，（iv）風

向，（v ）大気上 ・中層 の 気温 　（vi）．ヒ空 の 湿度の状

態 の 6点が 挙げ られ る．

　 こ れ らの 項目番号に対応さ せ て詳述す る と，（i） ト

ラ フ の 位置 ：山雪型 で は 日本 の 東海上 に あ る が ， 里雪

型 で は 日本の 真上 あ る い は 140°E 以西 に あ る （水越 と

里村，1999 ；Miyazawa ， 1968），こ れ ら は A 群 ・B 群

と は逆の 対応に な る．な お，これ と関連 して，（i’）東

西指数 は 山雪型 が高指数循環 ， 里 雪型 が 低指数循環 で

ある こ と （Miyazawa ，1968） は 逆 の対応で あ る．

（ii）500　hPa 面 の 寒気中心 の 位置 ：山雪型 で は 沿海

州 に あ り，里雪型 で は H 本海西部に あ る （藤田 ， 1966）

か，ま た は山雪型 で は 目本 の 東海上 か 高緯度地 方 に あ

り，里雪型 で は 日本海 に 位置す る （Miyazawa ， 1968）．

この こ と に つ い て は，A 群 は 山雪型 に 近 い けれ ど も，

B 群の と き の寒気中心は 日本の東海上 に あ る の で一
致

し な い ．（iii）対 流混合層 ： 山雪型 で は薄 く，里雪型 で

は 厚 い （藤田 ，1966；Akiyama ，1981b；水越 と里 村，

1999）が，A ，　B 両群 と も厚 さは同 じと推定され る．（iv）

風向 ：山雪型 で は北寄 りの 風 で ，里 雪型 で は西寄 りの

第 5表　山雪型 ・單 雪型 と A 群
・B 群の 分類 の 関係．

　　 　 数値 は 例数．括弧内数値 は A 群 また は B
　　 　 群 の 全 事 例 数 に 対 す る 山雪型 ，里 雪型 及び

　　　 その 他 の 事例数 の 割合（％）、カ ギ括 弧 内数

　　 　 値 は 山雪 型 ま た は里 雪型 の 全 事例数に 対 す

　　　 る A 群，B 群及びそ の 他 の 事例 数 の 割合

　　 　 （％）．

山雪 里雪 そ の 他 計

A 群 24（33．8）

　［68．613

（ 4，2）

「33．3144

（62．0） 71（100）

B 群 4（13．3）

「IL4 ］

4（13．3）

144．引

22（73．3） 30（100）

そ の 他 7

［
．
20．  12 「22．21

計 35

　 「1  D］

9

「loo1

風 で あ る （水越 と里 村，1999）が ，こ れ は A 群 ，
B 群

と は 逆 の 対応 で あ る．（v ）大気上 ・中層の気温 ：里雪

型 よ り山雪型 が 高 い （藤 田 ，／966 ；Akiyama ，1981b）

が ， これ も逆の対応で あ る．（vi ）上空 の 湿度 ：里雪型

の と きは 高 い 所 まで 湿 っ て い る （藤田 ， 1966）が ，B 群

は A 群 よ り低 い 所 まで で あ る．

　 こ の ように両分類 に は多くの 対応点，非対応点及び

逆 の 対応点 が あ る た め ，本研究の対象期間の 日 々 の 資

料を用 い て ，山雪型 ・里雪型 の 分類 と A 群 ・B 群 の 分

類 の 対応関係を調べ た ．山雪型の選出基準を，  地上

気圧 配置 で ，等圧線が南北 に 並 ぶ ；  500hPa の ト ラ

フ が 日本海 の 東 に あ る ；  500hPa の 寒 気 中心 が沿

海州 または 口本の 東海上 に あ る の 3 点と し，里雪型の

選出基準 を，  低気圧 が 日本海 に あ る こ と を含め ， 地

E気圧 配 置が 日本海で 袋状に な る ；  500hPa の ト

ラ フ が 日本海 西部 に あ る ；  500hPa で ， 寒気が 口本

海に南下 し て い る の 3点 とす る （小倉，1998；藤田，

1996）．

　第 5 表 に A 群 ・B 群 と の 対応を示 す．表 の括弧内の

数値 は A 群 ま た は B 群の 事例数 の 中 で の 山雪型 ，里

雪型及 び ど ち らに も属 さな い そ の他の 事例 の それぞ れ

の パ ーセ ン ト を，そ し て カ ギ括弧内の 数値は，山雪型，

里雪型 の事例 数 の 中で の A 群，B 群及 び そ れ ら の ど ち

らに も属さ ない そ の 他 の 事例 の そ れ ぞ れ の パ ー
セ ン ト

を示 して い る．こ の 表 か ら，第 1 に ， 山雪型 と A 群 と

の 重複は，山雪型 35例の うち，A 群は そ の 68．6％の 24

例 を 占 め て い る が，逆 に A 群71例の う ち ， 山雪型 は

12 “

天 気
”
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第 6表　山霽型，里雪型の ときの 大町，日本海側及

　　　 び 太平洋側の 天 気．新潟 と東京 の 天 気 資 料

　　　 は坂 井
一

樹 （L996〜1999 ） に よ る．

快晴 晴 曇 雷 雨 みぞれ あられ 雪

更 町 里雪

LI亅雪

2139GE 陣

o00oo0042 且

日本海側

（新潟 ）

里雪

山雪

DoL4 且

了

oo17ll 巴

1515

日本 海側

（輪島 ）

里雪

山雪

oo02214 苫

ζ

L5ll022

孟o
伽一
太平 洋側

（東京 ）

里雪

山雪

7251712 口

o000 σ

oo00

太平 洋側

躍堕 」 ＿．

漿雪

山雪

423481

生

ooOo ，

ゆ

oooo

態に時間的に連続して移行す る の で はな い か ともみ ら

れ る，しか し， 両群が発現 し た事象の 時間的関係 を調

べ る と，A 群単独で発生 し た事例数は 58，　 B 群単独が

17，B 群か ら A 群 へ 移行す る事例数が 5 に 対 し て，　 A

群 か ら引 き続 き B 群 に 移 行 す る事 例数 は 8 の み と

な っ て い る．A 群の 発生頻度が 多い の で ，　 A 群単独が

最多で あ る点を考慮 して も， A 群か ら B 群へ 移行す る

事例数 は B 群の 全事例数30の ほ ぼ 4 分の 1 で あ D，ま

た ， B 群単独の事例数の ほ ぼ 半数で ， 逆 に B 群か ら A

群 へ 移行 す る事例 さ え あ る．こ の こ と は，A 群 か ら B

群 へ 移行す る場合 もあ るが，多 くは A 群 ， B 群そ れ ぞ

れ 独立 に起 こ る現象 と 言 え る で あ ろ う．

33．8％ の 24例 しか な い ．一方，山雪型35例 の うち，B 群

に 属 する事例は 4例で ， 逆に B 群30例中， 山雪型 も 4

例で と もに 少な い ，第 2 に，里雪型 9 例 の うち，B 群

に属す る事例は 4例，逆 に B 群 30例 の うち，里雪型 も

4 例あ り，か つ 里 雪型 9 例中，A 群に属す る もの が 3

例も あ る．

　少数例 の 統計法 （佐藤，1949）を適用す る と，A 群 ・

B 群 と い う事象と山雪型 ・里 雪型 と い う事象と が独立

で あ る とい う仮説 を棄却す る危 険 を犯す確率 は，P ＝

3，34％ と高 くな り，A 群 ・B 群 と山雪型 ・ 里雪型 と は

関係の な い 事象と な る．

　さ ら に ，山雪型 と里雪型 の と き の 口本海側，太平洋

側及び内陸の大町の 天気を比較 して み る （第 6表）．表

中 の 数値 は 事例数を示 す．里雪型 の ときの 目本海側 で

は，晴 れ が 1例ある が，その 他 は すべ て悪天 で あ る．
一

方，太 平洋側は当然 な が ら好 天 で あ る こ とが み られ

る．こ れ に 対 し，里雪型 の と きの 大町 で は，好 天 と悪

天 が相半ば して い る．他方，山雪型 で は，大町の 天気

は降雪が 多い が ， 3割近 くは晴か快晴で ある．

　以上 の こ とか ら，山雪型 で A 群 に 入 る事例 は多い け

れ ど も ， 逆に A 群で 山雪型に 入 る事例は少な くほ ぼ 3

分 の 1 しか な い ．した が っ て ，A 群 と 山雪型 は似 て は

い る が，同
一．’で は な く，む し ろ山雪型の 大部分は A 群

に 包括 さ れ る こ と，及び B 群 と里雪型 は無関係 で あ る

こ と が 結論 で き る．A 群 と山雪型 の 気象 に 類似点が多

い の は，A 群の 範疇 に 山雪型が包括 され る こ との ため

で あ る と考 えて よ い で あ ろ う．

　 9．A ，　 B 両群 の 時間的連続性

　A ， B 両群で 見た大気の状態を比較す る と ， A 群の気

圧傾度 が 小 と な り，寒気中心 が 東 へ 移動 し て B 群 の 状

　 10．A ，　 B 両群の 月別発現数

　月別の A
，
B 両群の発現数を調べ る と， 11月か ら 3

月 まで の 5 か月 の 発現 数 は，A 群 で は11月 か ら 順 に

1，15，37，15， 3 と な り，B 群で は 1 ， 9 ， 5 ， 13，

2 と な る、両群 と も，ll月 と 3月 は きわ め て 少 な い ．

A 群 で は， 1 月 に 最 も多 く，そ の 前後 の 12月 と 2 月 が

そ れ に次 ぐ．B 群で は， 1 月に やや少な くて，12月 と

2 月に多い が ，A 群 ほ どの 差 はな く，各月 ほ ぼ 同 じ頻

度で 発現す る と言え る．

　 11．まとめ

　 （1） 口本海 に 近 い 内陸 の 大 町付 近 は，冬季西高東低

気圧配置時に ， 日本海沿岸地 方 と同様 に 雲量 7以上 の

悪天 （約70％ は降雪） に な る場合 と，日本海沿岸地方

が 悪天 で も太平洋側地方 と同様 に雲量 3 以下の 好大

（約半数 は快晴 ）に な る場合 と があ る．こ れ らの 事例 に

つ き，前者 を A 群，後者 を B 群 と して 分類 し，そ れ ら

の 気象状況 を解析 した．

　 （2）西高東低気圧配置時 の 大町 の 悪天 か 好天 か は，

広 く中部地方内陸部全般に敷衍す る こ とが で き る．す

な わ ち ，
A 群 の 場合 ， 悪天 は木曽山脈 か ら松本盆地 を

経 て越後山脈 に 至 る内陸を含ん で，そ の北側に広が る．

こ れ に対 して ，B 群の 場合 は H本海沿岸地方の み が 悪

天 とな り，内陸はすべ て 好 天 と なる．

　 （3） A 群 と B 群 の 気象条件 は 以
．
ドの とお りで あ る．

　 （i＞地、ヒの 気圧配置 は，A 群 で は 等圧 線が 日本付

近 で南北 に 立 っ て 並 ぶ J ま た は 1字形 を示 し，B 群 は

屈 曲 した S 字形 を示す．気圧傾度 は 口本付近 で の み，

A 群の ほ うが B 群 よ り大き い ．ア リ ュ
ー

シ ャ ン 低気圧

の 中心位置は ， B 群は A 群よ り東に偏る．

　 （ii） 500　hPa 面 の トラ フ は ，　 A 群 で は 140°E 近傍 に
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あ り，1・ラ フ も深 い が ，B 群で は よ り東 に 偏 り150
°E 付

近 に あ り， トラ フ も浅 い ．日本海沿岸地方の輪島，内

陸 の 大 町及 び 太平洋側地方 の 館 野 の 850hPa ，700　hPa

及び500hPa 各面の高度は ， 館野の 500　hPa 面を除き，

い ずれ も A 群 の ほうが B 群 よ り低 い ．

　 （iii）850　hPa 面，500　hPa 面 と もに ，　 A 群 で は寒気

中心が 日本列島 と ほ ぼ 同経度に あ る が，B 群で は 日本

列 島 より東 に 広が っ て い る．気温は輪島上空 の 高い 所

で は A 群 の ほ うが B 群よ り低 い が ，館野 で は 700hPa

面 を除 き，A ，
　 B 両群の 上空 の 気温に差は な い ，

　（iv）地上 の 風 向は，　 A 群 で は輪島 ・館 野 と も北西

〜北北西で ある が ， B 群で は輪島が 北風 館野 が 西風

で あ る．大町 で は A ，B 両群 と も北北東で あ る．

　 （4） A ，B 両群 と山雪，里雪両型 とは独立 の事象と考

えられ る が，山雪型 の 大部分は A 群 の 部分集合と な る

ようで ある．

　   A 群か ら B 群 へ と時間的 に 連続 して 変化 す る

場合 もあ る が
， 両群の 生起 に は時間的な連続性が な い

場合 が 多 い ．

　本論文 は ， 西高東低気圧配置の パ ターン の差に よ る

中部地方内陸 の 天気 に 明瞭な地域的 区分があ る こ と を

明 らか に し ， そ れ らの総観場 を中心 に した 解析結果 を

示 して い る．しか し，将来 の 問題 と し て，内陸，特に

中部地方内陸部 の よ うな 高い 山岳 を含 む 複雑 な地形 の

場合に は，天気 の 地域的区分 を生ず る 原因 の 解明 の た

め に，さらに メ ソ ス ケール を含 む詳細な解析が必要 で

あろ う．
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Abstract

　Under　typical 　cold 　season 　pressure　distribution　cQnditions ，　when 　theJapan 　Islands　liebetween　the

Siberian　high　and 　the　Aleutian　low，　the　weather 　distribution　is　characterizcd 　by　a　contrast 　between

precip童tatiGn　over 　the　Japan　Sea　coast 　region 　and 　clcar　skies　over 　the　PaCific　Ocean　coast 　regjon ．

However
，
　even 　under 　such 　pressure　distribution， 芝he　weather 　in　the 　Omachi 　area

，
　whlch 　is　located

inland　close 　tQ　the　Japan 　Sea　side ，　is　ei〔her　cloudy 　with 　precipitation　（type　A ） or　c且ear 　and 　tlne

（type　B）．

　Astatistical　analysis 　ofc 正oud 　amount 　distribution　revealed 　that　the　weather 　conditions 　at　Omachi

were ¢ ommon 　to　a 　broader　area 　orthe 　inland　Chubu 　district．　As　R）r　synoptic 　conditions ，　the　surface

pressure　isobars　in　the 　type　A 　were 　parallel　and 　ran 　in　J−or 　I−shape 　from　north 　to　south ，　while 　the

isobars　in　the　type 　B　also 　ran 　paralleho　each 　other ，　but　were 　curved 　and 　formed　a　S−shape ．　The

pressure　gradient　was 　significantly 　stronger 　within 　the 　area　of 　3  N゚　to　40
°N 　and 　BO ’E　to　l40DE　in

the　type 　A 　than 　in　the 　type 　B．　The 　trough 　and 　center 　of　the　coid 　air 　mass 　on 　the　500hPa 　isobaric

surface 　of 　the　type 　A 　were 　located　along 　the　same 　longitude　as　the　Japan　Islands　whereas 　those　of

the　 type　 B　 were 　 Ioca匸ed 　 farther　 east 　 over 　the 　 PaCific　 Ocean ．　 The 　 trough 　 was 　 deeper　 and 　 the

temperature 　bwer 　in　the　type　A ．

　Transition　between　the　two　types 　was 耐 士equent ，　aithough 　the　type 　A 　sometimes 　changed 　into　the

type　B．　They 　did　 not 　 correspond 　to　tlle　 conventional
“
mountain

．．
snow

”
and

‘卜
plain−．snow

”
types

，

although 　the 　majority 　of　mountain −snow 　cases　belonged 　to　the 　type　A ．
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